
広

報
クA

1-

1月号
2003 
No.548号

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す

主な内容

P2 年頭のごあいさつ

P3 大洲喜多合併推進協議会だより③ j

P 4 2002年長浜町のできごと10選
P7 いんi~\おめーしょん

P8 新入学齢冗保育所入所申し込み j
P9 年金コーナー・人権作文

P10 ルポー長浜文芸
P11 表彰・ 1歳ですマンガ
P12 戸籍・長浜嵐ほか
‘ーー・ーーー---ーーーーーー一一一-----・--可._-ι---_.__



合舗へi却す
長浜町議会議長 束 イ言利

町民の皆様、新年あけましておめでとうございます。

希望に満ちた新春をお健やかにお迎えのこととお慶び申

し上げます。
私も議長就任以来、町政の発展と円滑な議会運営に微力

を捧げて参りましたが、早いもので2回目の新年を迎える
ことになりました。この問、町民の皆様から寄せられまし

た温かいご指導ご厚情に対し、厚くお礼申し上げます。

昨年6月には西田洋一町長が再選され、通算3期日の町
政へ向けてのスタートが切られました。景気が依然低迷す

る中で、町民生活や町財政も非常に厳しい状況下にありま

したが、長浜町総合計画を基本に、知恵と努力を結集して

明るく元気な町づくりを進められ、さくら苑をはじめとし

た王子ケ丘高齢者総合福祉施設や長浜町スポーツセンター

の建設、大和(郷)地区水防災対策特定河川事業、総合行

政システム確立等、産業・生活基盤の整備に向けて多くの

事業が実施されました。
町議会といたしましでも、これらの事業に対し、適切な

議案審議を通じて支援や協力を積極的に行なって参りまし

た。現在は、地方分権一括法施行により、分権時代ー地域

主導の新たな地方自治制度の一層の充実が求められており、

ご承知のように、市町村合併問題は事務事業をも包括して

まさに本番を迎えているところであります。

さらに、急激な少子・高齢化や高度情報化の進展等、目

まぐるしく変化する新時代への対応が必要となってきてい

ますし、住民の価値観、生活様式の多様化等、社会経済全

般にわたる構造的な変化にも直面し、従来のシステム全体

の変革と新たな創造を迫られてきております。

今後、地方分権が進む中で、今までと違った地方自治体

の自主性が一層強まり、議会の役割と責任は益々 増大する

ものと判断しています。こうした状況を見極め、私たち議

員も町行政と十分な意志疎通を堅持しつつ、その責務を果

たして参りたいと考えておりますc

議会は、町民の負託に応え民主政治を支える重要な機関

であることを深〈認識し、議員が一丸となって地域社会の

発展と住民福祉の向上に努力する決意でありますc

市町村合併、山鳥坂ダム建設事業等課題は山積しており

ますが、町行政・町民の皆様と共に一致協力して努力をし

て参る所存であります。どうか、本年もさらなるご指導と

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

町民の皆様のご多幸とご繁栄をお祈り申し上げ、年頭の
ごあいさつといたします。

合欝を飛躍発展のチャンスとして

長浜田I長西国洋

新年あけましておめでとうございます。

町民の皆様には、ご家族おそろいで穏やかな初春を迎え

られましたこととお慶び申し上げます。

21世紀に入り、早いもので3年目を迎えました。国際化、
情報化、少子高齢化が進む現在、国および各地方自治体で

は、これからの地域、そして社会をどのようにしていくか

ということに真剣に取り組み、新たなる体制を模索してい

るところです。

一昨年の初頭のごあいさつにも申し上げましたが、これ

らの情勢を踏まえ21世紀のあるべき姿を構築しなければな
りません。 3年日の本年は、その意味で大変重要なものと
考えています。

私たちを取り巻く環境は、どれをとっても厳しいものが

あります。産みの苦しみともいえるのではないでしょうか。

しかし、先人は幾多の困難を克服し、今日の体制を創り上

げてきました。決してひるむことなく、知恵を出し汗をか

き努力することによって、目的を達成できるものと信じて

います。

本年から、いよいよ市町村合併が具体的に動き出します。

すでに、町民の皆様と議会から合併の方向付けをしていた

だいているところですが、今後は、総論から各論へと協議

を重ねて参ります。長浜町および大洲市、肱川町、河辺村

のl市2町1村で法定協議会を立ち上げ、合併のための具
体的な調整、決定を行っていきます。私は、これまでにも

申し上げておりますとおり、合併の是非については、諸情

勢からして避けて通れないものと考えており、これを契機

として、足腰の強いしっかりとした地域を築き上げなけれ

ばならないと思っています。自立、そして自己責任の持て

る地域をどう創り上げるか、地域間競争に勝てる生き生き

とした地域をどう構築するか、まさに、 21世紀のあるべき
姿を決めるときであろうと思います。合併を飛躍発展のチャ

ンスと考え、住民の皆様とともに英知を結集してことにあ

たりたいと思います。

具体的な取り組みとして、 15年度から新たな自治会組織
づくりの検討に入りたいと考えています。自らの地域をど

うしていくのか、それぞれの役割と責任は何なのか、行政

や政治に何を望むのか、これらのことを自らが考えていく

組織づくりを目指したいと思いますので、よろしくお願い

いたします。

本年が皆様にとって幸多き年でありますよう祈念申し上

げ、ごあいさつといたします。
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喜
多

合
併
購
進
協
議
金

大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
一
説
会
委
員
、

幹
事
会
幹
事
及
び
事
務
局
職
員
は
、
既

に
法
定
協
議
会
を
設
置
し
て
い
る
-
一
つ

の
協
議
会
を
訪
ね
、
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

任
意
協
議
会
か
ら
法
定
協
議
会
に
移

行
し
売
経
緯
や
協
議
会
の
運
骨
ト
M
法
与

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
各
一
k
t

一
貝
か
ら
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
今
後

の
協
議
に
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
【
研
修
地
及
び
研
修
内
容
]

〈
大
阪
府
一
富
田
林
市
圃
太
子
前
己
河
南

町
E

千
早
諦
臨
村
合
併
協
議
会
〉

法
定
協
議
会
の
学
識
経
験
者
の
人
選

方
法
や
協
議
状
況
の
仕
氏
周
知
ト
刀
法
、

協
議
舎
が
停
出
し
て
い
る
現
状
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
r

〈
兵
庫
県
洲
本
市
・
津
名
町
田
五
色
町
圃

一
宮
町
合
併
協
議
会
〉

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
柱
と
し
て
I

T
(
情
報
通
伝
技
術
、
と

I
S
0
9
0

0
1
(
サ
ー
ビ
ス
円
山
長
の
保
証
と
顧
客

満
足
)
を
活
用
し
、
合
併
後
、
す
べ
て

の
公
共
施
設
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
行
、
つ

た
め
に
広
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
笹
備

等
を
行
っ
て
い
ふ
こ
と
な
ど
の
説
明
そ

受
け
ま
し
ェ
パ
)

次
の
協
議
事
項
は
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
わ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

O
大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
小
委
員
会
設

置
に
係
る
基
本
芳
針
(
案
)
に
つ
い
て

住
民
の
関
心
が
特
に
高
く
、
慎
重
な

協
議
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
協
議
項
目

に
つ
い
て
、
次
の
小
委
員
会
の
設
置
が

協
議
さ
れ
ま
し
た
の

一
設
置
予
定
の
小
一
委
員
会
一

令
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会

φ
新
市
の
事
務
所
の
位
置
等
検
討
小
委

員
会A'新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会

。
第
一
田
大
洲
一
一
雪
歩
合
併
協
議
会
の
開

催
に
つ
い
て

大
洲
喜
多
合
併
協
議
会
(
法
定
)
の

第
一
同

U
の
会
議
閣
催
品
川
両
を
次
の
と

お
り
定
め
ま

L
た一
J

去
お
、
以
後
の
開

催
場
所
に
つ
い
て
は
、
川
市
町
村
の
持

ち
回
り
と
す
る
予
定
で
す
。

φ
日
時
平
成
十
五
年
一
月
八
日

午
後
二
時
か
ら

か
場
所
大
洲
市
総
什
市
祉
セ
ン
タ
ー

O
大
洲
喜
多
舎
併
推
進
協
議
会
の
解
散

に
つ
い
て

任
意
の
大
洲
喜
多
合
併
推
進
協
議
会

は
、
一
法
定
の
大
刈
書
多
合
併
協
議
会
の

設
置
に
伴
い
、
山
納
整
理
等
の
残
務
処

川
刊
を
行
っ
た
後
、
俳
叫
似
し
ま
す
。

/
明
(
一
円

L

O
新
市
将
来
構
想
及
び
新
市
建
設
計
一
開

策
定
業
務
実
精
一
畏
領
に
つ
い
て

計
画
期
間
を
十
か
年
と
す
る
新
市
の

将
来
構
想
及
び
建
設
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
な
。

一
新
市
将
来
構
忠
一

合
併
後
の
w
討
を
、
訴
市
の
長
期
計
画
、

ま
ち
キ
つ
く
り
の
理
念
等
で
一
一
小
し
、
住
民

に
対
し
て
具
体
的
に
説
明
す
る
も
の
で

宇。一
新
市
建
設
計
向
一

一
川
市
将
来
構
想
や
凶
市
町
村
の
基
本

構
想
を
踏
ま
え
て
、
財
源
の
裏
づ
け
の

あ
る
具
体
的
な
半
業
を
盛
り
込
ん
だ
計

画
で
す
。

O
p
m
l
ム
ベ

i
ジ
作
成
等
業
務
実
施
要

領
ピ
つ
い
て

合
併
に
関
す
る
情
報
を
広
く
提
供
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
玄
見
等
を
収
集
す

る
こ
と
を
日
酌
に
、
最
研
情
報
の
提
供

一γ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
配
尚
一
し
た
ホ
l
ム

ベ
!
一
、
ン
を
開
設
す
ろ
ム
)
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。事

務
一
事
業
現
況
調
査
業

務
等
説
明
会
を
開
催
!

問
山
町
村
の
職
[
は
や
一
対
象

ι、
事
務

事
業
現
況
調
五
業
務
と
新
市
例
規
策
定

業
務
の
実
施
ぃ
刀
法
に
つ
い
て
説
明
会
を

閣
催
し
、
二
百
七
十
一
人
が
参
加
し
ま

-J丈一
半
務
事
業
現
況
調
古
来
務
一

四
市
町
村
が
合
併
す
る
場
合
、
事
務

を
一
一
冗
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
項

目
辻
、
約
千
j
二
千
頃
臼
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
す
り
台
わ
せ
を
行
、
つ

た
め
の
資
料
の
作
成
手
順
が
品
明
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
資
料
は
協
議
会
で
の
基
碇
資
料

と
な
り
、
新
市
将
来
構
想
浮
に
も
反
映

さ
れ
ま
す
。

一
新
市
例
鹿
策
定
業
務
一

新
設
合
併
し
た
場
合
、
各
市
町
付
の
一

条
例
等
は
失
効
す
る
た
め
、
新
市
の
条

例
等
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
市
の
例
規
策
定
業
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
調
整
手
順
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

訂正・本紙12月号2ページ、大決|
喜多合併推進協議会だよりNo2の、
t市町村の行町政状況の表中、
委員数(大洲市"人jは 124人」

の課りで、同{工期の1H18.9.2l(大洲
市)四日18.7.19(その他の町村)Jは、
それぞれ「日17.9.21.H17.7.19Jの
計りでした。訂正Lてお詫びします

4市町村の職員が出席した事務事業現況調査業務等説明会

合併に関するご意見回ご質問がありましたら、合併推進協議会事務局までご連絡ください。

大洲喜多合併推進協議会事務属(干795-0012大洲市大洲891番地の1大洲市民会館
TEL0893-23-0234 FAX0893-23-0233 E-Mail ozukita@cnw.ne.jp) 
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完成した長浜町スポーツセンター① 

① 長
浜
町
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
オ
ー
ブ
ン

県
道
拡
幅
工
事
に
よ
る
長
浜
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
伴
い
、
新
し

く
長
浜
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

は
じ
め
、
余
暇
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
守
つ
く

り
活
動
等
に
利
用
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

② 王
子
ケ
丘
高
齢
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
ォ
ー
ブ

養
護
老
人
ホ

1
ム
「
さ
く
ら
苑
」
に
、 王子ケE高齢者総合福祉センター② 

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
「
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
併
設
さ
れ

た
、
「
王
子
ケ
丘
高
齢
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
当
町
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ

た
も
の
で
す
。

③ 長
浜
町
長
選
挙

菌
田
洋
一
民
が
再
選

任
期
満
了
に
伴
、
つ
長
浜
町
長
選
挙
の

投
票
が
、
町
内
十
四
か
所
の
投
票
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
問
題
、

山
烏
坂
ダ
ム
問
題
等
、
長
浜
町
の
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
位
民
の
審
判
を
仰

ぐ
こ
の
重
要
な
選
挙
で
、
両
日
洋
一
氏 当選後初登庁する西田町長③ 

が
再
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

④ 長
浜
町
誌
(
続
編
)
の

一
編
さ
ん
始
ま
る

町
の
履
歴
書
で
も
あ
る
、
長
浜
町
誌

の
編
さ
ん
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
発
行
さ

れ
二
十
八
年
を
経
た
長
浜
町
誌
の
「
続

編
」
と
し
て
、
郷
土
の
歴
史
と
伝
統
を

後
世
に
伝
え
、
将
来
の
発
展
に
資
す
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
資

料
の
収
集
等
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
平
成
十
六
年

l
月
の
発
行
を

目
指
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 町誌編さん会

⑤ 

④ 

イ主基ネットワークが稼働を始めました

-4-

⑤ 住
民
基
本
品
開
時
臓
の

金
一
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
隷
働

四
情
報
(
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
)
、
住
民
コ

l
ド
と
こ
れ
ら
の
変

更
情
報
に
よ
り
、
全
国
共
通
の
本
人
確

認
を
可
能
と
す
る
地
方
公
共
団
体
共
同

の
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
負
担
の
軽
減
や
、

国
、
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
た
行
政
改

革
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑥ 肱
川
あ
ら
し
発
生
観
自

秋
こ
ろ
か
ら
冬
に
か
け
て
、
霧
を
伴
つ



盟主。

た
強
い
冷
気
風
が
肱
川
上
流
か
ら
佃
Jr

灘
へ
吹
き
出
す
と
い
℃
つ
、
世
界
に
も
比

類
の
な
い
自
然
現
象
の
「
肱
川
あ
ら
し
」
。

今
年
の
発
生
初
日
は
十
月
十
日
で
し
た
。

恒
例
の
発
午
初
け
当
て
ク
イ
ズ
に
は
、

昨
内
外
か
ら
凹
FH
九
十
通
の
応
募
が
あ

り
、
-
止
解
者
は
二
十
五
人
。
抽
選
で
五

人
の
方
に
、
当
町
特
産
品
セ
ッ
ト
な
ど

の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
の

② 町
大
洲
喜
多
合
併
推
進

協
議
金
(
任
意
)
設
立

大
洲
市
、
長
川
町
、
肱
川
町
、
河
辺

村
の
凹
市
町
村
に
お
い
て
、
合
併
に
山

け
て
の
基
本
的
な
方
向
性
が
出
そ
ろ
っ

た
こ
と
か
ら
、
任
意
の
「
合
併
推
進
協

10月10日に発生した初あらし⑥ 

訟
会
」
が
設
ウ
一
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
十

五
年
一
月
の
法
定
協
議
会
設
立
を
口
指

し
、
本
格
的
な
合
併
の
協
議
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

大
和
(
)
地
関
一
水
防
笈

対
藤
一
特
定
河
川
事
業
強
宮
る

本
事
業
は
、
一
千
成
十
八
年
度
末
ま
で

ω事
業
期
間
で
、
住
七
な
ど
を
洪
水
か

ら
守
る
た
め
に
主
地
の
市
上
げ
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
平
均
で
約
今
一
一

m
高
く
な

る
計
画
で
す
。
起
工
式
で
は
、
初
鍬
入

れ
ヤ
煙
火
打
ち
十
げ
、
断
撒
き
な
ど
の

記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
全
員
で
工
事
の

安
全
と
早
期
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
c

第 1回大洲喜多合併推進協議会⑦ 

時
隣
馬
脱
藩
冨

妙

'm河川
J〕

道
和
定

長
浜
で
四
同
門
市
伝
の
い
伐
を
過
ご
し
脱

藩
し
た
坂
本
龍
馬
の
誕
生
け
と
命
日
で

あ
る
十
一
月
十
五
日
、
高
知
・
愛
媛
両

県
の
十
四
市
町
村
で
設
立
し
て
い
る
龍

円
以
藩
・
ゆ
か
り
の
主
協
議
会
で
は
、

主
凶
へ
の
情
報
発
信
の
た
め
「
龍
比
脱

藩
・
ゆ
か
り
の
道
」
の
制
定
公
表
と
、

龍
馬
を
観
光
資
源
に
サ
ミ
ソ
ト
を
行
い

ま
し
た
。

⑮ 
州
総
合
整
備
(
山
農
壊

)
推
進
協
議
会
設

八
円
J

A

川
、
国
土
交
通
信
い
の
事
業
評

価
監
視
委
員
会
が
「
同
事
業
の
継
続
は

安
汽
」
と
し
、
事
業
緋
続
の
見
通
し
が

つ
い
た
た
め
、
肱
川
流
域
六
市
町
村
に

よ
る
1

肱
川
総
合
整
備
(
川
心
坂
ダ
ム
)

推
進
協
誌
r

三
」
が
新
た
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
に
今
様
、
同
門
グ
ム
建
設
や
鹿
野
川

ダ
ム
改
造
の
早
川
制
実
現
与
-
を
、
同
・
山
県

に
要
望
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

「龍馬脱藩，ゆかりの遭jが制定、プレス発表されました

-5-
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ミ朝鮮半畠回台湾出身の、
も i自軍人軍属等であった皆さん
も およびその遺族の皆さんへ

[対象となる方]特別永住者として日本に永住している方

(帰化された方を含みます。)などで、次のいずれかに該当

する方。

①昭和12年7月7日以後公務傷病にかかり、これにより昭
和16年12月8日以降死亡された方のご遺族。
②昭和12年7月7日以後公務傷病にかかり、これにより重
度障害の状態にある戦傷病者の方(重度戦傷病者といいま

す。)

③平成13年3月31日以前に死亡された重度戦傷病者のご遺
族(①に該当する方を除きます。)

[請求期限]平成16年3月31日まで。
[受給できない方]思給法や戦傷病者戦没者遺族等援護法

などの給付を受けた方がいるなどの場合には受給できませ

ん。

[請求書類]

①弔慰金等請求書

②外国人登録証明書の写し

③他の法令による給付に関する申立書

④弔慰金等受取金融機関に関する届

⑤公務傷病にかかった、または公務傷病により死亡したと

認めることができる書類。

⑥死亡した方との身分関係を認めることができる戸籍書類

など(弔慰金請求の場合)

⑦障害の程度がわかる書類(見費金請求の場合)

※この他にも、ケースによって必要な書類があります。

請求書等用紙は、役場または県庁にあります。

[請求から受給まで]弔慰金等は、請求書類を居住地の市

区町村に提出、都道府県を経由して総務大臣に請求します。

支給されることとなった弔慰金等は、請求者が指定した金

融機関で受領します。

[お問い合わせ]詳しくは、投場住民福祉課(雪印回1111冨
欄2063)までお問い合わせ〈ださい。

保信~~~間 tJ'ちの こ存知ですか? 町で行っている基本健康診査時に¥
おま日そうせ 肝炎ウイjしス検査を実施します II 

[Q 1]肝糞ウイルス輪査とは!?

[AJ→B型肝炎ウイルスや、 C型肝炎ウイルスに感染し
ていないかどうかを調べる検査です。

(02]どうして検査が必要なのですか?
[AJ→肝炎ウイルスに感染していることに気が付かない
まま、肝硬変や肝がんへと移行する可能性があるからです。

肝がんのほとんどには、 B型.c型肝炎ウイルスが関係し
ているといわれます。

肝炎を早期に発見し、重症化する前に治療を始めるため

に検査が必要です。

(03]検査(;;1:¥どこで受けられるのですか?
(AJ→町や病院で受けられます。町で行う検査の対象は、
以下の方です。

①基本健康診査当日に、満40歳、 45歳、 50歳、 55歳、印歳、
65歳、 70歳の方
②肝臓の機能が悪いため注意が必要と言われたことのある

方で、定期的に肝機能検査を受けていない人

③今までに、広範な外科的処置を受けたことのある方で、

定期的に肝機能検査を受けていない人

④妊娠や出産時に多量に出血したことのある方で、定期的

に肝機能検査を受けていない人

※ただし、今までに病院等で肝炎ウイルス検査を受けた

ことのある方や、現在B型肝炎、 C型肝炎で治療中の方は
検査の対象にはなりません。

[04]検査料金はい〈らですか?
[AJ→町で検査を受ける場合の自己負担は 800円です
(70歳の方のみ、無料)。
病院で受ける場合は、さらに高くなります。

[05]どん立検査をするのですか?
[AJ→基本健康診査の採血時に、血液を3jiトル程度多
く採取します。

[06]その他に気をつけることがありますか?

(A]→肝炎ウイルス検査のみを受けることはできません。
町や農協(JA)で実施している基本健康診査と併せてお受
けください。

官対象の方(Q3の①の方)へは、検査の案内と問診票を
お送りします。

②~④の方は、基本健康診査を受診される際にお申し出

ください。

ご自身の健康を守るために、ぜひ肝炎ウイルス検査を受
けましょう 11

-6-



(阿部会紅型)
ふれあい会館では、下記のと

おり各種展示会を晴催します。

皆さん、ぜひお越しください。

水彩画展

長浜水彩画クラブの皆さんに

よる、彩り鮮やかな水彩画を約

30点展示しますっ

E期間] 'ì 月 14 日 ~1 月 23 日

書き初め展

の皆さんによる書き初め作品、

約200点を展示します。

【期間] 1 月 29 白 ~2 月 5 B 

ゑ移動警察糧談所を
室 開設しま

~大洲警察署~

暴力団、ミiiJ吻、迷惑電話、悪
大和窯i淘芸グループの皆さん質商壮、ストーカ一、配f，'持者聞

による焼き物作品、約70点を反暴力、いじめ、家庭内暴力、ゴド

示します。 行問題等で悩んでいる方は、遠

【期間::1 2 月 8 日 ~2 月 16 日 慮なくご相談ください。

※上記いずれも、「月曜日固祝 i日時] 1月 8日(水)午後 2
日{ま休館。午前 9時~午後 5時。時、i 時(4TJニ)J第 2水曜日。な

場所はふれあい会館キfャラリー」 お、 4~害では随時受け付けてい

です。 ます。)

【場所1長浜交面

第4回大和窯陶器展

町内各小中学校の児童、 fj:徒

潔罪史蕊苦手話較濁舗按::~;-:::~境怨怒括部部錯鑓選書怒予定部認容錨型関誌越部落詩語感部謀関主主持部接部哲紫哲奇部損設お謀議

3大淵税務署からのお知らせ

[お問い合わせ〕犬洲警察署

(宮24-0110) または、長浜交番

(官52-1015) まで。

大洲税務署では、←|、記のとお O給与所科者で、住宅情人金等

1)定其)J税務相談および、所得税 特別控除を申告される方。

の確シ己申行説明会を開催します。

;新刊情報です i

大洲市総合福祉センター

② 2月10日 (月) ・ー内jニ町就業

政普センター

[時間】上記①②し吋J れも、午

白tr9時半-11時お上ぴ、午後 1

H寺 ~1 日寺

※当日、必要な芹損がそろって

いれば、中告をすることもでき

ます。

【お閏い合わせ】大洲税務署個

人課税部F門'1 (宮2担4-31刊15劃)までで‘ O
主忌訟掠;:;::'や引羽晒争ヤ担甘;::'拾担批同.♂ぞ封叩誠引.、1守が吋::企誠吋':.吋試.宇北5士:棒主蕊主草誌蹴語混s混在摺誼臨在思嵐;:;:担白:円丹司拾:担抽蕊:日:::;::::固:噂::::議:説諒蹄諒蹴琵踊底酷匹艇4拾謝;謝:甜謡毘蹴±説掛E拾抵=拾:~~抵古蹴挺控翠誼蝿謹蹟臨主在~::~::圃5す在F弓:::司:

室大灘保健所からのお知告せ

定期税務相談

[8 時] 1月10日(金)午前10

Il';'f .~. ''T'1麦3s寺

【場所j大洲商工会館

[内容]税金に関すること全般

i担当】高松国税局税務掴談室
松山分室

Eお問い合わせ】大洲税務署総
務課(宮24-3115) まで。

月rf号手先の
確定申告説明会の

お知らせ
【対象(i]

女性の健康摘談

。受給している年金の申告が必

;安な方 O

[[1日守・土易月斤]

ムコロロ
品
H
H門書図立TlJ

 

田
山正ハ長

著者;

五木寛之 j
1[1ド秀子i

O地の昼 (U1L転の海第2部) : 

宮本 輝 i
Cl受媛年鑑(、["JJU5平版2003年J

愛媛新聞社編;

C現1UIJ語の基礎知識 (20031[:)坂) [ 
白由国民干!編i

書名

I (Jj主命の11E子

① 2月 3日 (月) ~ 5日 (水)・固・ :0在のコスモス

1 ・盛草委霊長へこで 院議議嘗 緩盤j

i事

記諜聾毒菌です

W~痔窓君思考~Q母~咽国θ
【日時] 1月161i (木)午後 411寺 ~5 時

i場所】大けH保健所

思春期保健相談
[Ll日手] 1月23日 (木)午後 1時一 4時

I場所}大洲保健所
※と戸、ともに型電話予約。無料。

【お問い合わせ m 予約先〕大洲探健所

(官 24-3165) まで。

7~ 

※不在者設票がで道事日時・場所

仕事やレジャーなどで投票日に投J11ができない人は、告示日 l

( 1 )~ 9 日 ì~投票日前日( 1月2，5日)までの、午前8時|

3 0分¥午後8時までの聞に、長浜町体育館で不在者投荒がで

きます。
~....__ さあ、みんなで投票tこ行乙う。

i 詳し<(I， 畏浜町選輩管理由選ur_-_L__.l 
1委員会(宮山111相 2伽苧・ J王宮iまう!I 
iま空世竺?竺ヒ竺二 d! 



適
宜
型
劃

十
一
一
間
月
一
関
現
在
七
十
人

ー
名
前
の
も
れ
て
い
同
教
育
委
員
会
へ

j

長
浜
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
に

町
内
各
小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

の
調
査
を
、
平
成
十
四
年
十
二
川
一
日

現
在
で
行
い
ま
し
た
。
新
入
学
齢
に
達

す
る
児
責
は
、
平
成
八
年
四
月
二
け
か

ら
平
成
九
年
四
月
一
日
ま
で
の
-
年
間

に
生
ま
れ
た
児
章
で
す
。

町
内
に
住
民
的
公
鉛
が
あ
る
新
入
学
の

児
童
の
数
は
、
男
子
三
十
六
人
、
女
子

三
十
四
人
の
合
計
七
十
人
で
す
。

E 

児
童
名
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
も

し
も
れ
て
い
る
開
中
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

長
浜
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
(
官

五
二
一
一
一
一
‘
山
二
一
六
一
二
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
c

。
石
山
剛
⑦
上
問
桃
子
一
川
町
大
目
福
恵
、

大
出
優
香
①
注
祐
樹
①
清
水
知
歩
、
清

水
船
大
正
堀
端
梨
央
⑥
渡
遺
桜
山
禾
口

のλ高時申し込み

⑧⑮⑨③ 
平成15年度の、保育所(長浜乳児保育所を含む。)へ
の入所申し込みの受tt付けを次の要鎮で行っています
@受付期隈

平成15年1月31日まで

@受付場所

入所を希望される保育所空たは密場住民福祉課

⑬入所基準

保育所へ入所できる児童は、児童の保護苔のいずれも

が次の①~位lのどれかに該当し、児童を保育することが

できないと認められ、また、日居の$M放やその他の方も、

この児童を保育することができない場合に限られます。

従って、基準に該~Ií :___ない場合は入所できませんので

ご了承ください。

{呆育所
1雪道、今

⑤
大
野
奈
津
-
4
t

忌
中
嶋
市
肌
梨
砂

よ
田
拓
也
、
上
回
慢
姉
、
畔
光
希
、

⑥
阿
川
将
平
③
菊
地
こ
の
み
、
木
一
μ
洋

雅
①
久
保
佐
梨
宗
一
山
柴
田
恒
奈
@
清
家

武
蔵
③
松
出
和
久
⑧
宮
川
天
聖
、
一
円
~
十

朱
子

⑤
菊
川
千
春
、
菊
地
真
子

3
寺
川
勝
太

①繋庭外野(動…里業や漁業に従事したり会社へ勤めZ号、

家庭の外で仕事を Lている方。

③家庭内骨働 LL同家庭内で、自営業 内職等、 JEliiと!

削れて家事以外の仕事をしている五。 I

出産…出産の前後で、その児童び)保育がむずか

①
上
野
混
同
一
一
小
〆
鎌
田
大
旬
見
⑦
鈴
木
愛

未
吾
、
水
沼
朋
志
位
)
梧
十
本
協
一
司
市
浦
光
吾

米
田
美
歩

-ili i!IS (J会
む大
柴西
出直
平日吉t
樹仏、〆
」二
PLf J 11 
山jl1 
友太
哉
③斎
間 b事
1[[背祐
期太

一
民
抗
、
水
ハ
比
弥
⑬
池
同
友
樹
、
稲
田
期
F
¥

井
上
綾
⑧
大
野
明
子
、
小
ハ
ヘ
H

紫
乃
⑤
亀

出
菜
摘
英
、
神
出
九
日
児
む
柴
中
世
成
⑤
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武
田
真
樹
、
武
田
渉
、
小
〈
口
前
勇
、
谷
浦

瑠
希
也
、
白
辻
妃
奈
乃
、
鶴
川
肋
太
⑤

中
川
瀬
末
、
町
一
凶
崎
美
佳
子
、
一
一
一
円
麗

③
東
真
実
子
⑦
一
松
ド
川
町
民
奈
⑨
宵
ド
和

也
恒
山
口
真
市
川
山
本
市
民
奈
②
吉
野
静

帆

ω一
段
辺
亜
中
山

包
後
藤
玲
ι一
つ
一
③
坂
本
瞬
何
一
什
L
L
一
智
洋
一
尚
一

一
山
山
祥
加
九
一
東
大
貴
③
丸
井
健
輔

しい方。

④病気等υ 病気になりたり負傷したりしている布、もし

くは、心身に障拝があるh。
(~:、購入の看護筈・日病気か心身に

いつも介護Lている方。

⑥蒙薩のjt:量一震災・風水害。火:)(

旧に当たっている方

※ 現在入所されており引がしき入所を希望される方につ

いては 中し込ふは不要です。新たに新年度から入所を l

希望される方だけ中し込みが必要になります一ただし、

課税就労証明寺(士、全員の汀が必要です r

入所を希望される芳、保育所の概要等詳しい事を知り

E方l士、長寄りの保育所または摂場佳民福祉課(告52・
1111回調2063)ヘお閣い合わせください。

ある同居の親族を、

その他の災害の額

芋
掘
り
を
楽
し
む
園
児
た
ち
(
資
料
写
真



品調記~錦織醸の品詞群
公的年金制度は、貯蓄や家族による私的扶助ではどうしても限界のある、速い将来の不確実で長い老後の生活を保障

する合押的な唯」の制度です。

自ヌア給付lさ要する襲F需の%を負担し、一生涯保障します。
世代間扶養(現役世代の保険料によって現在の給付をまかなう。)によって、
物価や生活水準の上昇に強い制度となっています。

加入のメリヴト

3つの論付

加入して保険料を納めるごとによって¥いろいろなメリットガあります。

老茂だけでなく、障害、死亡に関

しても給付を受けられます。

0老齢基礎年金 C障害基礎年金
O遺族基礎年金
※問j車による負担が1/3あります。

皇学生さんの場倉には回白血

物価スライド
|判民年金(/)給引は、物i[lliの変動に

併せて補改定が行われますので、安

心です。

~宇生納付特例制度が空ちります~

i対象者間?] 

老齢基礎年金の推謬

18B而ιγI九500円!
「三均三干-7oZ而可「
1成8年 785，500円|

一一日-80~2_()_0~ l 
平成13年度価措(804，200円)は、
昭和62年度価格(626，500円)に比
べ、 177，700円 (28%)の増額となっ
ています。

。学生本人の前年の所得が68万円(扶養親民等のいない場令、給与Jr~入で133万円)以下の場合。

※平成1Ml二4月からは、夜間・通信教育の課程の)}も対象となります。

[届出して罪史認さ札た窃?] 

。学止納1.J特例期間中の障害ヤ死亡といった万が一の事態には、満訟の障害基礎年]i、遺族基礎年金が支給きれます?
ただし、学生納付特例劃間は、老齢基碇年金の受給資格期間 (:!fiそを受けるために必要な期間)には算入されますが、

年金額には算入されません。 JO年以内であれば、保険料をさかのほらて納めること(追納)がで三ますので、満額の老

齢基礎年金を J主け取るためにも、追ホ|りをお勧めしますっ

!たろ たこの ちもほ気ほ人と「ど「と寸めン L る ともそすし ん
らう打。に家家がでくもんか言お言おr:--i きにをたゲ~.C>間しの心てはさこ:
、なのすむなに、きはちとのいしいしいゆ、入。 1ぎいご時 A 、じのの 1
1す 。見ごかの帰まま H がに人まいまいまろ D れiEムにでよに君とめー，前;
:すもえくつにつだすがわ日が!なしなしきちるかを、、つ「は中にを
!んしなこて何てよ。早かのや五あたあたゆやはいし目的てし、の、教保 1
1で f!いわ歩が日くほえつL.1つ oLJOJQろんこは主かけいよいい六えけ i
l声が人かいどをわくるた;どでは ほ 見 i::f，そで、しくたるうすす年てん i
iを見はってこっかはかのないか く て 1 しヵたしい人がにののく定 i
、たいにぶり、円かいたじ へ る」 たツ。をながい二11し A れ員!

;け件つでるあつま L な け 人 。 はし己いもたよけまが
四 fもτのるてせよ字正人ど; は 六へじてレたつつうがし、
吉てこ かの歩々 λ も~CT;~ M "~ ぷハめ、忌ら人たが、えは

まこわ もかい み書齢麟副官耕輔鴇臨調置 にそい、中けいタ が

;てまく わ分で いけ 鱒撃過酷語離思議轟震覇 、めまど乏ど物オ 見
h って かかみ のる F一一献一向掴園初~~W_'fll脚欄間叩圃 D :1勿しう p 、を Jレ え

lとご2 』27 2k l 「しょう ~~I)もつ人大へんJ! f Zセ長手Z正面 三
HfZ 芝ピモ 会主 i 一一小学2 牛生~--l 会主 22f手TA 
がい で、ぼ 気 1 (13年度人権作文集より) I し当 す忌たきし 大
いだ しどく もツし一 一一 |までか九心まを 匝
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火
遊
び
は
し
ま
せ
ん
i

ー
ち
び
っ
子
防
火
パ
レ
ー
ド
1

1

似
の
八
王
同
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

十
一
月
十
一
日
、
本
町
出
居
街
を
中
心

に
恒
例
の
ち
び
っ
子
防
火
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ん
(

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
た
の
は
、
長
浜

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
。
そ
ろ
い
の
法
被

と
は
ち
ま
き
姿
で
、
手
作
り
の
防
火
神

輿
を
担
ぎ
な
が
ら
、
元
気
よ
く
歌
を
歌

い
沿
道
に
防
火
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

ま
た
、
終
点
の
役
場
前
で
は
、
西
田

町
長
に
対
し
て
「
火
遊
び
は
絶
対
に
し

ま
せ
ん
に
」
と
、
心
強
く
防
火
を
誓
っ

た
ほ
か
、
は
し
ご
に
登
っ
て
垂
れ
幕
を

垂
ん
し
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け
た
。

子

つ
N
4
h
vホ
u
v
-
-

，，FU副司

富
山
山
車

力強く防火の誓いを述べる子どもたち

(
)
豊
川
杯
長
浜
剣
道
大
会

1

十
一
月
一
ム
十
川
口
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、
弔
問
回
以
州
杯
長
浜
剣
道
大

会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
小
中
学
生

約
二
百
七
十
人
が
参
加
し
た
。
、
五
な
結

果
は
次
の
と
お
り
。
(
敬
称
略
)

マ
小
学
生
低
学
年
園
田
体
一
準
優
勝
一

大
和
剣
道
会
A
マ
小
学
生
高
学
年
B

団

体
一
準
優
勝
一
大
和
剣
道
会
A
マ
中
学

生
男
子
鵬
団
体
一
準
優
勝
一
長
浜
中
A

{
第
三
仕
}
長
以
巾
E
マ
中
学
生
女
子
司

団
体
一
泊
三
位
一
長
川
巾
人
マ
中
学
生

男
子
ロ
個
人
一
民
勝
一
松
下
哲
平

(
長
沢
中
)
一
準
優
時
一
清
水
良
太

(
長
浜
小
)
一
信
一
一
一
位
一
松
岡
佑
太
朗
・

菊
地
電
子
一
一
一
以
上
長
浜
中
)
マ
中
学
生

女
子
医
一
個
人
{
第
三
位
}
松
野
亜
耶

(
長
浜
中
)

地
域
通
貨
を
導
入

熱戦が展開された剣道大会

if、

ン
一
ア
ィ
ア
l
プ
豊
茂

1

十
二
月

-
U
、
豊
茂
公
民
館
で
「
地

域
通
貨
/
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
豊

茂
〉
」
の
発
足
式
が
行
わ
れ
た
。

会
議
で
は
、
会
則
、
予
算
な
ど
の
審

議
や
役
員
選
出
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ム
ー

点
火
〉
千
打
力
こ
、
ノ
、
て
塁
炎
宝
ち
こ
し
ミ
o

fσ
、I
亘
p
u
d

し
て
え
一
一
員
、
司
、

「
地
域
通
貨
」
と
は
、
「
私
た
ち
は

お
互
い
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
暮
ら
し
の
中
の
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
を
「
お
一
札
い
様
」
と
し
て
、

手
伝
い
合
い
、
助
け
合
、
つ
た
め
に
使
わ

れ
る
「
地
域
の
お
ん
と
〈
)
会
日
一
ら
は
、

「
和
・
希
望
・
支
え
ん
円
い
」
を
基
本
理

念
と
し
で
市
動
じ
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
あ
っ
た

九
十

地域通貨について懇談する参加者たち

ム
ム
(
¥
/

十
ニ
月
八
什
、
丘
一
点
l
山
花
開
で
、

第
三
十
七
阿
長
浜
駅
伝
一
-m
走
大
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
九
十
一
チ

l
ム

が
参
加
し
た
。

激
し
い
レ

l
ス
展
開
の
結
果
、
地
元

長
浜
体
協
(
一
部
)
は
、

A
チ
l
ム一一

十
八
位
、

B
チ
1
ム
三
十
七
位
で
あ
っ

た。
な
お
、
ギ
hu
粘
附
市
川
崎
次
の
し
/
一

一
一
部
優
勝
一
松
山
匝
協
八

一
二
部
優
勝
一
長
浜
中
野
球
部
人

一
三
部
優
勝
一
松
山
仁
主
高
校
A

一
山
一
部
優
勝
}
長
浜
中
女
子
テ
ニ
ス
部
C

一
女
性
の
部
優
勝
一
一
一
一
瓶
高
校

一斉にスタートを切る選手たち

直
画
同
目
団

H

と
よ
し
げ
俳
句
会

H

秋
支
や
一
午
川
地
頭
突
き
上
ぐ
る

谷

本

一

ル
ノ
マ
ホ
来
し
道
に
悔
な
し
お
茶
の
花

藤

岡

蓉

了

来
年
も
あ
る
と
信
じ
て
一
ム
の
種

小

田

イ

セ

子

天
高
し
組
体
操
の
富
士
の
山

松

町

和

子

裸
銭
ま
だ
握
り
し
め
祭
の
子

菊

地

倣

ね
ん
ね
こ
の
崇
と
目
の
合
ひ
冬
ぬ
く

L

都

田

ま

さ

こ

初
長
守
一
着
せ
ら
れ
し
新
墓
標

河

野

友

r

ナ

村
中
が
一
り
に
な
り
て
里
祭

村

回

光

子

増
え
て
米
し
シ
ル
バ
ー
マ

1
ク
秋
涼
む

一

時

辺

恭

一

針
箱
は
母
の
思
ひ
出
冬
支
度

宇
都
宮
恵
美
子

詐
迎
ふ
曲
一
一
民
全
山
紅
葉
し
て

米

岡

幸

山

U
U

豊
茂
小
学
校

H

こ
て
き
た
い
ふ
る
さ
と
お
ん
ど
み
な
そ

ろ

う

-

一

年

菊

地

美

佐

木
々
の
葉
が
ま
っ
赤
に
そ
ま
り
燃
え
て

い

る

四

年

山

尾

恭

平

10 



豊
島

勝
さ

勲
五
等
双
光

受章された豊島勝さん

i明神務民家:出諸説:うた総;i
ちさと

彰浦千重量ちゃん(長浜)
E 醐贋醸纏ム;胡~議 平成14年 1月11日生まれ

離議竿-A掴璽璽覇麗露頭」 はすご しき
題醐錫爾韓国巨 吻苧驚饗購良醸 し 、大いるす
院議二九譲齢L一三議築基欝 い健きとよべ
職欝同)謀議離 (で康な願うて
i 調臨 叩九鱒駆車副 ほ父すでけつなの E

善悪 強襲週三一号 11 11 o;T; 7うすて人人 目

i静注灘矛口品気ベいにに;美丈 に病まな優;
麟義務報ーさ晴嵐轍輔 ささ 育気すっし : 
機鱗融援態。安ず吋議繍官 んん つを。てく
議選襲撃審議惨 事主-鴇鱒轟 )。 てせ はで

自
晶
早

こ
の
た
び
、
長
浜
の
豊

島
勝
さ
ん
(
八
八
)
は
、

永
年
に
わ
た
り
苧
校
教
育

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
功

粧
に
よ
り
、
勲
工
芸
寸
双
光

旭
日
章
を
受
電
さ
れ
ま
し

た〈

十
一
月
二
十
五
日
、
松
山
市
で
畏
業

委
員
お
よ
び
民
業
委
員
会
職
員
に
対
す

る
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
白
滝
の
武

知
幸
却
さ
ん
(
七
七
)
ほ
、
多
年
に
わ

た
り
地
域
農
業
の
発
反
に
寄

7
さ
れ
た

功
績
仁
よ
り
、
農
体
水
産
大
臣
表
話
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受賞された武知幸男さん

良署グん窓芝、守ろう文イ
1F328日思文化財陽火ヂー

昭和24年のこの日は、現存する世界最占の木
造建勢物である法隆二干の金堂が炎上し、貴重な

壁闘が焼損したHに当たります。
国民共通の買重な別産である文化財を火災な

どの災害から保護し、法世に伝えていくこと辻

私たちの重要な責務ですc

ど
ん
ぐ
り
の
き
ょ
う
だ
い
ね
て
い
る
通

学

路

瓦

年

水

本

貴

久

秋
祭
り
比
弟
ぞ
ろ
い
の
さ
る
き
つ
ね

半

年

大

山

貴

之

ぼ
く
の
打
っ
た
い
こ
の
音
色
で
し
し
お

ど

る

五

年

大

石

歩

タ
や
け
が
真
一
ソ
赤
に
空
を
の
み
こ
む
ぞ

五

平

菊

岡

茂

幸

森
の
中
快
の
は
う
一
沿
い
っ
ぱ
い
だ

五

年

明

本

美

補

L
J

五
し
か
の
た
い
こ
の
汗
色
秋
を
よ
ぶ

4
年

松

本

昌

樹

秋
主
に
ザ
ク
ロ
が
割
れ
て
笑
っ
て
た

六

年

藤

間

佳

日

見

秋
の
空
ぼ
く
の
心
は
み
か
ん
色

し
ハ
年
宇
都
宮

?青

璽:室事麓時計量
8持。岬3
針信
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2003 1月15日"'2月14日
事、¥パ);クムンター
日 曜日 行事名 場所 時間

15 水 びん ・缶収集日

育児サークル・歯みがき 1 O :OO~ 11 :30 

17 金
相談・育児相談

保健センター
1 j歳6か月児・ 3歳児健診 1 3:00~ 13:30 
有害ごみ収集日

18 土 長高水族館開館日 長浜高校 11 :OO~ 15:00 

20 月 社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00~11:30 

21 火 不用犬・ねこ回収日

22 水
ペッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

24 金 粗大ごみ収集日

2/1 土
長浜町人権問和教育研究

中央公民館 13:20~ 
大会

4 火 不用犬・ねこ回収日

5 水 びん ・缶収集日

7 金 古紙・紙パック収集日

8 土 長浜町読書活動のつどい ふれあい会館 9 :00~ 

10 月 社会保険事務所出張相談日 商工会 1 O:OO~ 15:30 

12 水
ベッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

離乳食講習 1 O :OO~ 12:30 

14 金
育児サークル ・歯みがき相談

保健センター
1 O :OO~ 11 :30 

乳児健診 12:40~ 13:30 
燃やさないごみ収集日

11年の計は元EにありJ毎年のことながら、このl年の計画を立

てる。でも、なかなか実行できない。実行しでも目標にはほど遠い。

こんな経験ありませんか。今年は、やれそうなものに計画を立て直し

てみよう。

「正月のような買腸の状態だjという言葉がある。不消化なものを

腹いっぱい食べ、不愉快な満腹感だけが残っている青腸である。

正月料理には、動物性たんぱく質が多く、間液の負担を増す。また、

正月料理は保存がきくように、繊維質を煮しめたものが多く、間袋の

中でのこなれが悪い。

正月だからといって、次から次へと食べていると、食物がいつまで

も旨に停滞し、急性骨炎になりやすい。食べつづけは禁物である。

そこで、正月で痛んだ胃腸を、七草がゆで負担を軽くしてみません

か。昔から正月7日には、七草がゆを食べる習慣がある。

醍醐天皇の延喜11年 (911)正月 7日に 17種の若草を供すJと

I公事根源jに出ているので、このころから行われていたのだろう。

室町時代になるともう立派な行事のlつになっている。

6日の夜から、桶の上に置かれたまな板で若菜をたたきながら「七

草なずな、唐土の鳥と日本の鳥と渡らぬ先に、七草はやすjなどと歌

いはやし、その七草を使いかゆを作って食べていた。

新しい年が閉幕する。I今年こそはjという意気込みを持って、消

化不良をおこさないように、このl年に挑戦したいものである。

匂P
円
月
届
出
分

イ主

戸丹下
須
戒

伊
予
市

沖

浦

大
洲
市

結

婚

文
'tp
hA
E

品ワ
f
小
川
町氏福奥橋中

美伸

田本川山

美

住 11お
戸万里 誕
日生
子分 お

瓦 I~'， め
名?ト で
111 ~ iと

つ
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本

年
も
広
報
な
が
は
ま
を
ご
愛
読
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

さ
て
、
今
年
は
未
年
。
「
迷
え
る
子

羊
」
「
多
岐
亡
羊
」
な
ど
と
い
う
言
葉

も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
を
見
失
わ
な
い

よ
う
目
標
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
て
、

そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
一

年
後
に
「
結
局
だ

メ
エ

ー
だ
っ
た
か
。
」
(
?
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な
ん
て
こ

と
の
な
い
よ
う
に
・
:
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健明敦紀理基
一彦司彦宏治

人口・世帯数のうごき

11月末現在 育甘月とσコ上ヒ車交

9，447人 8人減
f、Iコ (男 4，463人) (男 4人減)

女 4，984人 女 4人減

世帯数 3，589世帯 3世帯増
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